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概要

消防車両に積載するポンプ装置を砲金製からアルミ合金製とすることで、ポンプ車の軽量化及び燃費の向

上等のメリットが期待できる。このことから、当庁ポンプ車の耐用年数である 15年間の平均ポンプ稼働時

間である 500時間において、アルミ合金製ポンプの耐久性試験を実施するとともに、消火薬剤に対する耐腐

食性についての検証を行った。

その結果、 500時間稼働後のアルミ合金製ポンプ装置は、 A-2級のポンプ性能を維持し、放水性能の変化、

主要部分の劣化及び消火薬剤等による腐食は確認できなかった。

1 はじめに

消防車両に積載するポンプ装置については、従来の砲

金製のものから、アルミ合金製のものが開発、製作され

ており、欧米諸国では多く使用されている。日本におい

ても他消防本部等での導入が進んでおり、ポンプ及び配

管をアノレミ合金製に変えることで消防車両の軽量化が

図られ、新たな資器材の積載が可能となるなど消防活動

上の大きなメリットが期待できる。しかし、当庁のポン

プ車の使用環境は、他消防本部等と比較すると非常に過

酷であるため、性能を維持できるか否か確認されていな

い。このことから、アルミ合金製ポンプ(以下、「アル

ミポンプJという。)について、当庁の現行ポンプ車に積

載された砲金製ポンプと同レベルの使用環境における

耐久性等について検証した。

2 期間及び場所

(1) 実験期間

平成 25年 7月から平成 26年 1月まで

(2) 実験場所

東京消防庁消防技術安全所総合実験室前及び装備工場

3 検証対象としたアルミポンプ及び検証条件

(1) 型式等

A-2級 2段バランスターピンポンプ(写真 1) 

(2) 重量

アポンプ ASSY

100.8kg 

イ 配管合計重量

29. 2kg 

(3) ポンプ駆動装置及びポンプの使用実態

当庁で耐用年数 15年を経過し使用廃止になった平成

10年度製作の小型ポンプ車を改造し、アルミポンプ一式

を fi~載替えした。(写真 2 、 3)

平成 21、22及び 23年度に耐用年数(15年)を満了し

使用廃止となったポンプ車のうち、各消防方面本部ごと

に 1台ずつ無作為に抽出した車両の PTO稼働時間は平均

約 500時間であった。例として、平成 23年度における各

消防方面本部ごとの PTO稼働時間を表 1に示す。なお、

車両の抽出は装備課により行われた。

写真 1 アルミポンプ

*装備安全課 **西新井消防署 ***成城消防署 ****装備工場 *****小平消防署
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写真 2 改造後車両 写真 3 ポンプ積載状況

表 1 平成 23年度使用廃止ポンプ車の PTO稼働時間

消防方面
所属 整理番号

稼働時間

本部 (時開i
第 1 神田 P08042 662 

第 2 大井 P08033 421 

第 3 目黒 P08034 551 

第 4 荻窪 P08090 648 

第 5 赤羽 P08037 895 

第 6 上野 P08045 330 

第 7 向島 P08046 703 

第 8 小金井 P08088 398 

第 9 多摩 P09092 394 

第 10 石神# POR038 497 

平均稼働時間 550 

※ 平成 21年度使用廃止ポンプ車の PTO稼働時間は 390

時間、平成 22年度使用廃止ポンプ車の PTO稼働時間は

552時間であった。

(4) 放水条件等

平成 24年中に従事した東京消防庁管内の火災 2833件

における先行小隊の隊形図とホース延長状況(隊形、各ホ

ース平均使用本数及び実施比率)、各延長状況におけるポ

ンプ元圧力(ノズル圧力 O.5MPa、流量 360Q/minの場合)

及びホース平均使用本数における総摩擦損失を表 2に示

す。

ポンプ元圧力及び総摩原損失は、次の式 1を基に算出

した。このときのこ又分岐媒介金具の摩擦損失は、O.lMPa 

とした。

〔呼刊町称削問6臼叶5
呼称 5印0ホ一スの摩擦損失=0.361XN刈Q~ J . . .エ孔、 1

) N:ホ一ス数(本)上、 Q 流量(m
3
/川minω

ア 放水|球形

表 2より A---Dの隊形が 95%を占めていたが、 A"-Dの

各隊形において実施比率を比較すると、八の隊形が 35%

と最も高く、 B"'Dの隊形の1.5"-1. 9倍であった。しか

しながら、 Dの隊形は実施比率 18% (498件)ではある

ものの、総摩擦損失を考慮したポンプ元圧力は1.OlMPa 

であり、全ての隊形で最も大きくなった。このことから、

ポンプ負荷が最も大きい Dの放水|隊形(ポンプ車の放口

から呼称 65ホースを 1線延長し分岐隊形で呼称 50ホー

スを 2線延長した場合)で検証を行うのが望ましいと判
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断した。

表2 先行小隊のホース延長状況(平成 24年)
段ロ使JTI誼 '''' 

司;s点エミ ‘炉伺

5烹0i芯EZaaーE討スT作~旬E、耳厳比率 ..ンブ宵力 卸咽E園事1'Ir'"

記号 同研缶百
t省所〕 働} 平崎使用本草 (j削 (%) 恒l'd) (¥1'.) 

A ι 。 。 2.2 35 。ω O. ¥0 

自 E L-! 2.1 23 0.68 0.2S 

E .コ2 。 。 z 2.5 19 0.62 0.2，1 

B 6 -/..¥ 2 主 l 18 】01 0.61 

E ←島 3 。 。 3 2.5 4 0.62 0.36 

モの他 --、、 --、合計 l∞ ¥~  『¥~

※ 1 ノズル圧力 O.5MPa、流量 360Q/minで放水するの

に必要なポンプ元圧力

※ 2 それぞれの隊形、ホース平均使用本数における総

摩僚損失

イ 放水圧力

前アで想定した放水隊形を図 1lこ示す。なお、筒先は

O. 5MPa型ガンタイプノズル(流量設定 360且/min、棒状

放水) 2口とした。

式 1より、図 1に示す放水隊形で放水したときのポン

プ圧力を以下の計算式より求める。

図 1 検証想定とした放水隊形

ポンプ圧力イホースの摩擦損失1+

仁又分岐媒介金具の摩擦損失I~ノズル圧力|
ニO.376+Q 1+0.5=0.976 (MPa)・・・式 2

|ホースの摩擦損失ト|呼称 65ホースの摩擦損失ド

||呼称 50ホースの摩擦損失|

二 (0.136X 4 XO. 72XO. 72)+ 

(0. 361 x 2 x 0.36 x 0.36) =0.376 (MPa)・・・式3

計算結果からポンプ車からの放水は、 O.976MPaのポン

プ圧力で実施した。

ウ 放水時のエンジン回転数

前ア及びイで設定した条件において、放水を実施した



時のポンプ車のエンジン回転数を車両のエンジン回転計

で測定を行ったところ、 2200r/minであった。動力であ

るエンジンの出力が一定の条件であることがポンプ性能

の変化を検証するために必要であることから、エンジン

回転数を 2200r/minで統一し、放水を実施した。

エ ポンプ稼働時間の設定

前(3)の結果において、ポンプ車の平均 PTO稼働時聞が

約 500時間であったことから、前(4)の放水条件で合計500

時間の放水を行うこととした。

4 検証方法

放水実験の設定を図 2、写真4及び5に示す。

(1) ポンプ性能の変化

稼働前、稼働後 50時間後、 100時間後、 200時間後、

300時間後、400時間後及び 500時間後のポンプ性能を測

定し、ポンプ性能の変化の有無を確認した。

図2 放水実験設定条件

写真4 実験設定状況 写真 5 放水圧力測定

ア 時間経過におけるポンプ性能

(ア) 確認条件

・エンジン回転数:

1200、1500、1800、2100、2400、2700r/min

-ノズ〉レ口径:17、20、23、26、29，32， 35， 38mm 

(イ) 確認要領

上記(ア)の各エンジン回転数で各口径を有するスム

ースノズルを用いて放水した場合のノズル圧力、ポンプ

圧力及び真空指度を計測し、計測結果から放水量及び全

揚程を算出した。その値を使用してポンプ性能曲線を作

成し、稼働時間の経過に伴うポンプ性能の変化を確認し

た。性能試験の放水隊形を図 3に、試験状況を写真 6及

び 7に示す。
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圧力計

図3 時間経過における性能試験の設定条件

写真6 設定条件 写真7 放水状況

イ 規格に準ずる性能試験

500時間稼働後のポンフつが動力消防ポンフ。の技術上の

規格を定める省令(以下「規格省令Jとし寸。)第 2条に

定める A-2級の動力消防ポンプの性能を満たしているか

を確認した。

(ア) 確認条件

規格省令第 21条及び第 22条で定める放水試験に準ず

る試験を実施し、規格放水性能及び高圧放水性能が A-2

級の動力消防ポンプの性能を満たしているかを確認した。

A-2級の動力消防ポンプの性能基準を表 3に示す。

表3 A-2級の規格放水性能及び高圧放水性能基準

規格放水性能 高圧放水性能

放水圧力 | 放水量

(MPa) I (耐/min)
放水ケ] 放水量

0.85 I 2.0以上 1.4 I 1.4以上

(イ) 確認要領

規格省令第 21条に基づき、表 3で示す規格放水圧力及

び高圧放水圧力で‘放水した際のポンプ圧力及び放水圧力

を計測した。計測結果から放水量を算出し、それぞれが

表 3に掲げる規格放水量及び高圧放水量を有しているか

を確認した。また、規格省令第 22条に基づき、規格放水

圧力で 6時間、高圧放水圧力で‘ 2時間の連続放水運転を



行い、連続運転中のポンプ圧力及び放水圧力を測定した。

なお試験状況は図 3と同様で、吸水高さは規格省令第 21

条で定める 3mとした。

ウ 耐圧試験

500時間稼働後のポンフ。が、東京消防庁普通ポンプ車

仕様書で定める耐圧性能を満たしているかを確認した。

(ア) 確認条件

以下に示す条件で漏水の有無を確認した0

・吐出側 :締切圧 3.0MPaを3分間

-吸水恨IJ:締切圧 2.OMPaを3分間

(イ) 確認、方法

-吐出側:

アルミポンフ。車で・吸水し、吐出口を閉鎖した

ままポンプ圧力を 3.OMPaに設定し、 3分間の耐

圧試験を行った。

-吸水偵.IJ: 

他の普通ポンプ車からアルミポンプ車の中継

口へ 2.0 MPaで、送水し、 3分間の耐圧試験を行

った。

(2) 主要部分の劣化

500時間稼働後のポンプを分解し、主要部品の寸法を

測定した。

ア 確認部位及び計測機器

測定部位を図4に示す。また図 4の①から⑬の寸法を

表 4に示す。

L.rrtr~耳[組
づ国*~jfI即 断 叫~ ~事

図4 測定部位

表4 確認部位名称、測定機器及び設計値

部位 的品名作 酬j~忠良び測定諸問 位計l:l

む〕 ポンプJ・¥'-;ト ソイタ臼ノ-$'-( 口 - ~5皿) c、> ~ ~ j 7 ~:‘ 1 

@ t¥IE測カバー ーイ'インサクイロメドゲー"ジ (1:15-1初回〉 φt日 」;;
@ "''''咽-"1--司 ノギ亥1虫11m>) ~ 30 噂則・罰H 

@ 高1丘関インベ?ー マイクロメ-!'-U2;5-1SO.l 。l咽 s !. ~ 

③ 高陀側インベラー隙ノギ砕ゲスi30Fhtno l 30} 。:10 咽-制'" 

@ dI，r~r曹 イ ンパラー γ イクUメークー (50-75mJ ψ59stE  

⑦ ガイドベーン マイ Fロメク lOU-IOJmI 
/>60.3 ・・ υ ンロンダーザ--.; ゆ J

@ 低圧倒インベヲー -.・イ?に2〆ー"-(50-;5""，) 品。出?ムl

⑨ 低厄側インベヲー限ノギ界fZR-U四2htaOJ 部 ) 。3u --te'ttに" 。~l;lf_開 f ンパラー マイクロメクー 11:五 I何 回 ) ψI怜.且 LZ

⑪ スへーサー ノギス¥30ik>ol φ30 -・43B219 0 

⑫ 民圧倒カバー -.~.(? (J).- ".1..- (1 お I ~問、
φl加 "<'01インザイドゲージ

@・ドライー〈γ リング I窓枠ゲ 云tφ笠 } dZZ ~ :~ 
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イ 確認方法

ポンプ主要部品の寸法を測定し、検証前と検証後で寸

法の差異を確認した。測定者の変更に伴う誤差の発生を

防止するため、組み立て前に測定した者が分解後の測定

も行った。また変形、損傷及び摩耗状況等を目視により

確認した。

(3) 消火薬剤等による腐食性

アルミポンプ及び砲金製ポンプの部材を適当な大きさ

に切断して試験体とし、これらに対して、消火薬剤等に

対する腐食試験を行った。

ア 試験方法

試験体を各消火薬剤(原液及び 3%希釈液)、水道水及

び海水に 500時間浸潰し、試験前及び浸演時間 100時間

ごとにおける質量を測定するとともに、表面及び浸潰液

の変色状況を観察した。試験条件及び使用消火薬剤を表

5に示す。なお、各消火薬剤に対し記号 A、B及び Cを

付・与した。

表 5 試験条件及び使用泡消火薬剤

------------
浸慌時間 測定(組察)

(時間) 項目

たん白泡消火薬剤 原液

十南 (薬剤 A) 3%  

火 水成膜泡消火薬剤 原液
O 

薬 (薬剤 B) 3%  
100 

11.ill ム

剤 合成界面活性剤
200 

表面変化原液
300 

(薬剤 C) 3%  
400 

変色変化

海水
500 

水道水

※空気中

※ 1 質量の測定方法は各溶液に浸潰した試験体を蒸

留水にて洗浄後、圧縮空気を吹き付けることにより乾燥

させ、電子天秤にて質量測定を行った。

※2 空気中とは試験体を空のビ}カーに入れ、他の試

験体と同条件下においた状況とする。

5 検証結果

(1) 性能確認

ア 時間経過におけるポンプ性能の変化

4(1)ア(ア)に示す各条件での、検証開始前(0時間)

及び 500時間経過後におけるノズル圧力、ポンプ圧力、

真空指度、放水量及び全揚程を表 6及び 7に示す。また、

検証開始前(0時間)及び 500時間のポンプ性能曲線を図

5及び 6に示す。なお、放水量及び全揚程については、

下記の式4及び 5より算出した。

放水量(m3/min)=0. 208d2j"" P .・・式43)

全揚程(MPa)=真空計実測値十圧力計実測値・・・式5

d ノズル口径(cm)、 p ノズル圧力 (MPa)



図5及び6のポンプ性能曲線を比較した結果、ポンプ 恥

稼働時間の増加に伴う性能曲線の形状に明らかな差異は 叫

なく、大きな性能の変化は確認できなかった。 全

表 6 ノズル圧力、連成計示度、ポンプ圧力 (0時間) 程叶
£ン日ン

/;(ル円。 川崎舟 事シプ[Jj 1m. n;~量 ilfl 
エンジy

/"(ルD!11;(~[Ji ~ :r1lEJJ 高宣車 M:量 全書量
匝似，l 画i世

。 ~ r，.， 団Ih .'!1J1 師、 。 b t、 <&-h ，<1制 1:'. 

11 Q) ι』 制 0.31 1l.12 11 。'，9 1.0 1)) Ul 。"
:。 且3 u lω O，U D31 :0 09 1.0 l伺 。市 E骨

u ~-: 0，] I~ o臼 且国 21 18 u 2由 101 且9;

m.'flU' H Q2 u l出 。回 止司 21倫/ou H u ~ j :10 121 ~.旬

ιJ l封 019 且担 29 Q，l Qj 調 us o ~~ 

l2 0.2 ~ l l司 011 ot 3_2 u 09 2量1 us 09: 
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表7 ノズル圧力、連成計示度、ポンプ圧力 (500時間)
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イ 規格に準ずる性能試験

4(1)イの測定結果を表 8に、計器の状況を写真 8"'15

に示す。なお、表 8における放水量:は5(1)アで使用した

式4により算出した値を使用した。

表8 連続放水中の放水圧

規格放水性能

(ゐ32ノズル使用)

|放水圧力| 放水位
時間

|(UPa) I (m1/min) 

開始時 I 0.85 I 2.0 

6時間後 I 0.85 I 2.0 

写真8 規格放水圧力

試験開始前

写真 10 ポンプ圧力

試験開始前(規格)

高圧放水性能

(φ24ノズル使用)

|放水圧力| 放水虫
昨|削 I/J-̂::.-:......../ J I マ

|(MPa) I (m'</min) 

開始時 I 1.4 I 1.4 

2時間後 I 1.4 I 1.4 

写真 9 規格放水圧力

6時間後

写真 11 ポンプ圧力

6時間後(規格)



写真 12 高圧放水圧力

試験開始前

写真 14 ポンプ圧力

試験開始前(高圧)

写真 13 高圧放水圧力

2時間後

写真 15 ポンプ圧力

2時間後(高圧)

(ア) 規格省令第 21条に基づく連続放水試験

下記 a及びbから、本検証で使用したアルミポンプは

500時間稼働後においても、規格省令第 21条で定める規

格放水性能及び高圧放水性能においては、 A-2級の動力

消防ポンフ。の性能を満たしていることが確認できた。

a 規格放水性能川 32ノズル使用)

表 8に示すとおり、規格放水圧力 0.85MPaで、放水

量 2.0m3/minを確認した。

b 高圧放水性能(φ24ノズル使用)

表 8示すとおり、高圧放水圧力 1.4MPaで、放水量

1. 4m3/minを確認した。

(イ) 規格省令第 22条に基づく連続放水試験

表 8、写真 8、9、12及び 13で示すとおり、規格放

水圧力における 6時間連続放水及び高圧放水圧力におけ

る2時間連続放水のいずれにおいても、規格省令第 22

条に示す放水圧力及び流量を維持できることを確認した。

また、写真 10、11、14及び 15で示すとおり、ポンプ圧

力も規格放水圧力及び高圧放水圧力を維持していた。

ウ 耐圧試験

(ア) 吐出側

写真 16及び 17に示すように 3分間の耐圧試験での配

管等の破損、漏水がなかったことから、耐庄性能を満た

していることが確認できた。

写真 16 配管状況 写真 17 放口結合部

9 

(イ) 吸水側

写真 18に示すように、試験開始から約 1分間において

は、配管等の破損、漏水がなかった。しかしながら写真

19に示すように、耐圧試験開始後、約 1分 10秒経過し

た時点で、ポンプ装置と吸水配管結合部のゴム製パッキ

ンが破損し、破損部分から水が漏洩した。

写真 18 配管状況 写真 19 破損した1¥ッキン

(2) 主要部分の劣化

ア外観

組立て・分解を担当した技術者によると、本アルミポ

ンプの部材の一部は、機械的強度を高めるため及び腐食

を抑制するために、セラミックス塗装引の上にカチオン

塗装※2が施されており、その他の部品はカチオン塗装の

みが施されているとのことであった。

500時間稼働後のアルミポンプを分解した結果、カチ

オン塗装が施されている高圧側(写真 21)及び低圧側(写

真 23)の各カパ一部及びガイドペーン(写真 24)内部の広

範囲にカチオン塗装の剥離が認められた。また同じくカ

チオン塗装が施されている低圧側カバー内面部(写真

23)のカチオン塗装が剥離し、その一部に錆びが確認でき

た。カチオン塗装の下にセラミックス塗装が施されてい

るインベラ一部分(写真 20，22)の広範囲においても、カ

チオン塗装の剥離が認められたが、セラミックス塗装の

剥離は確認できなかった。また、低圧側カバーに固定さ

れたネジ部(写真 25)に白色の粉末付着物が確認でき、ガ

イドベーンの紙状のフィルタ一部(写真 24)にもカチオ

ン塗装の塗膜片の付着物が確認できた。なお、主要部分

に明らかな亀裂、損傷は確認できなかった。

※ 1 セラミックス(無機材料)を用いた塗装で、高硬度

であり、耐熱性及び耐候性に優れた塗装方法

※ 2 被塗物を塗料に浸潰し、被塗物を陰極、電着槽内

の電極を陽極としてこの間に直流電流を流すことで、被

塗物側に塗膜を析出させる方法で、耐腐食及び防錆力に

優れた塗装方法

写真20高圧側インペラー 写真21高圧側カバー内面

(力パ-側)



写真 22 低圧側インペラー 写真 23低圧側力パー内面

(力パ-側)

写真 24 ガイドベーン

低圧側

イ 寸法の測定値

写真 25 低圧側カバー

ネジ部分

各部位の測定結果を表 9に示す。一部にカチオン塗装

の剥離が認められ、各部位において若干の測定数値の変

化が確認できた。

表9 耐久試験実施前後の各部位測定結果

lJ.fιl 訴♂，名作 測定言語 I~ ぴ測 ，t，:. iltl

① |ポン7シャフ トlマイ 70メ寸 ー (0ーお出
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※ 1 ④、⑥、③及び⑬は現物合わせにて加工するため、

設計値と異なる。

※ 2 ②、⑤、⑦、⑨及び⑫は表面処理に伴い、設計値

と異なる場合がある。

※3 ⑬のOは寸法ではなく、限界ゲージで測定したも

のであり、内径を通過した場合に合格として扱ったもの

である。

(3) 消火薬剤IJ等による腐食性

ア 質量変化

検証開始時 (0時間)から 500時間までの、アルミポ

ンプ及び砲金製ポンプの試験体の質量変化を表 10に示

す。

その結果、ほぼすべての試験体において若干の質量変

化が確認できた。なお、各試験体にはそれぞれの条件に

10 

より番号を付与した。

表 10 浸漬時間に対する質量変化(g)

合会福 民検t.!..~~\ 波踊
訳験停 l館 (gJ 貫録(~変} 化
!l>.r.望的 500時間J後

たん白il'l消火薬剤 原液 8.4858 8.4870 0.0012 

2 水位徳治}肖火祭剤原液 9‘1638 9.1638 0.0000 

ア 3 合成界面活性剤治消火業亦l原液 7.7800 7.7816 0.0016 

Jレ q たん自治消火業剤 3%荷予波 7.1310 7.1:¥60 0.0020 
、、 5 水性膜抱消火来高司 30/が;波 7.4009 7.4015 0，0006 

ぷ.... 、
6 合成界面活性剤泊消火事E剤 3 ~も?窓波 7. 230~ 7.3319 O.OOJO 

金 7 潟水 7.1134 7，1157 11 0.0023 

s 水道水 8.63，10 8. &344 O. ~001 

9 空気中 7.3062 7.3073 (\~(\II 

11 たん白泡消火薬剤原液 37. .1'151 37.399， 1 -0.0.154 

12 水位終t包消火葉剤 郎主主 38.9209 38.9025 -0.01S.1 

13 合成界面活性剤泡消火薬剤 原被 37.2134 37.2231 0.0097 

砲
H たん白抱消火~7iïJ 3%溶液 38.5385 38.53ι7 -0.0018 

金
15 水位線治消火ilfM 3%溶液 33. 95!)4 33.95i3 -0.0021 

16 合成界面活性~Jì包消火~m 3~も溶液 10. Sti67 40.8629 -0 0038 

17 潟水 40.2583 10.2199 -0 0384 

18 水道水 43.7071 43.7150 0.0079 

19 君主気? 37. 106~ :li.10i4 0.0010 

イ 試験体の表面状況変化

検証開始時及び 500時間浸前後のアルミポンプ及び砲

金製ポンプの試験体において、目視による表面変化の観

察を行ったが、アルミポンプ及び砲金製ポンプの試験体

ともに、表面及び切断面に変化は確認出来なかった。

ウ 浸漬液の変色状況

砲金製ポンプ試験体のNo.12、13及びNo.17の 3種類にお

いて、 500時間後の浸潰液に変色が確認された。変色状

況を表 11に示す。

一方、表 12に示すように、アルミポンプ試験体におい

てはいずれの溶液においても変色は確認できなかった。

表 11 浸漬液の変色状況(砲金製ポンプ)

無色(透明) 青色(白



表 12 浸漬液の変色状況(アルミポンプ)

No. 浅漬開始時(0時間) 500時間後

2 

薄黄色(透明) 変化なし

3 

7 

無色(透明) 変化なし

6 考察

(l) ポンプ性能の変化

本検証の条件において、アルミポンプの放水性能に大

きな変化は認められず、 A-2級の性能を維持した。

ア 5 (1)アから稼働時間の増加によるポンプ性能の劣化

は確認できなかった。

イ 5 (1)イから 500時間稼働後において A-2級動力消防

ポンフ。の性能を満たしていることが確認できた。

ウ 500時間の放水実験中において、ポンプからの漏水、

異音や異臭、急激な水温変化等のトラブルはなく、随時

測定したポンプ圧力、ノズル圧力及び流量に大きな変化

がなかった。

(2) 主要部品の劣化について

以下のことから、今回設定した耐用年数中の平均的使

用強度での使用において、アルミポンプの主要部品及び

配管に大きな劣化はないことが確認できた。

ア 試験開始前及び耐久試験後のポンプ各部位の寸法の

測定値に若干の変化が確認できた。これは測定誤差に起

因すると考えられる。また、表 9の②、⑦、③、⑩及び

⑫に関してはポンプ駆動中の振動や削れにより、測定数

値に変化が生じた可能性も考えられる。外観については

亀裂、摩耗等は見られなかったが、カチオン塗装の剥離

が見られた。これは水流の影響で剥離したと考えられる

が、カチオン塗装内側のセラミックス塗装の剥雌及びア

ルミ部分の摩耗は見られなかった。

11 

イ 耐圧試験において吸水側の配管結合部内のゴ、ムパッ

キンが破損したが、アルミ配管部分においては破損、漏

水は見られなかった。装備工場に確認したところ、パッ

キン破損箇所の結合部については比較的緩みやすい部分

であり、定期入工の都度増し締めを行う箇所であるとの

ことである。今回の検証では試験終了までに増し締めを

行っていなかったことから、緩んでいた結合部分に加圧

した結果、パッキンが破損したと推測される。

(3) 消火薬剤等による耐腐食性

アルミポンプ試験体における質量変化が見られたが、

その値が最大で O.0023gと極めて小さいことから、 4(3) 

アで示した洗浄及び乾燥方法では不十分であり、試肢体

に水分が付着していたため、測定値に誤差が生じたこと

が推測される。また、目視による表面の変化及び浸潰液

の変色が観察されなかったことから、消火薬剤における

著しい腐食はないと考えられる。砲金製ポンプ試験体に

おいても若干の質量変化が確認できた。質量変化があっ

た試験体の一部において、 i受ini夜においても変色が見ら

れたことから、わずかながら腐食が発生し金属の溶出が

あったと推測される。

7 まとめ

本検証のまとめは以下の通りである。

(1) 500時間稼働後のポンプ装置は、 A-2級のポンプ性

能を維持していた。

(2) 500時間稼働後のアルミポンプにおける放水性能の

変化、主要部分の劣化及び消火薬剤等による腐食は確認

できなかった。

8 おわりに

本検証を実施したアルミポンプは、主要部品の塗装の

剥離及び配管結合部の破損等が発生したが、耐久性及び

耐腐食性等においては現行ポンプ車と同等の性能を有し

ていることが確認された。
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Yoshie AIKJ刊Aへ Tomohiro ぺ醐 TANAKA* *) Tatsuhi to KATOUぺ
ISHIIホ** Nagatoshi KOBAYASHI*本当:* Tsutomu 小ハT1***ヰZ

Kenji KAMAGATA***へ 1 MACHIド) Shigeo WATANABγ***ネ

Abstract 

We expect the meri t of the weight saving of firefighting vehic1es and improvement of mi 1eage to load 

pump unit with a product made from an aluminum alloy instead of the product made from gun meta1 to 

firefighting vehicles. Therefore， we studied the durability examination of the a pump units to load 

a firefighting vehicles with a made from an aluminum alloy. during we operated them 8t the 

same 1eve1 of intense usage as that for the existing firefighting pumps made from a gunmetal of the 

Tokyo Fire Department 

As a result， it shows that A2 class performance was maintained in the pumps， and th8t weren t any 

change of water drainage performance. conspicuous deformation of main parts， and corrosion of 

extinguishing 8gent， in 500 hours 1ater. 

*Equipment Safety Section * *Nishiarai Fire Station * * *Seijyo Fire Station 

*ネ** Maintenance Shop * * * * * Kodaira Fire Station 
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